
農地中間管理事業の推進に関する法律（平成 25 年法律第 101 号）第 26 条第１項

に基づく農業者等の協議が行われたので、同項の規定により下記のとおり公表する。 

  令和３年２月１７日 

下呂市長 山内 登 

記 

１．協議の場を設けた区域の範囲 

  旧下呂町上原 地区 

（門和佐、田口、蛇之尾、夏焼） 

２．協議の結果を取りまとめた年月日 

  令和３年２月１６日 

３．当該区域における農業において中心的な役割を果たすことが見込まれる農業者

の状況 

  ８ 経営体 

  法  人 経営体数    １ 

  個  人 経営体数    ７ 

 集落営農（任意組織）    

４．当該区域おける農業の将来の在り方 

  別添、項目４のとおり 

５．当該区域における農地中間管理事業の活用方針 

  別添、項目３のとおり 
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令和３年　人・農地プラン
市町村名 対象地区名 直近の更新年月日

下呂市 旧下呂町上原
（門和佐、田口、蛇之尾、夏焼）

R3.2.16 R2.3.3
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1.対象地区の現状

人・農地プランの対象農地の面積 65.9ha

プ
ラ
ン
選
定
理
由

（
優
先
度
順

）

ア．中心経営体耕作地（所有地＋借入地） 20.1ha

イ．交付金対象農地（中山間直払制度＋多面的機能支払） 45.8ha

ウ．地域の話合い(地域で守るべき農地として選定） .0ha

④「耕作者年齢59歳以下」又は「後継者あり」農地面積

⑤「耕作者年齢60歳以上後継者なし」農地面積

⑥「耕作者年齢70歳以上後継者なし」農地面積

28.1%

52.8%2.4%

22.3%③将来貸出希望の農地面積

①担い手が耕作する農地面積

②（非担い手の）中心経営体が耕作する農地面積

・多面的機能支払交付金及び、中山間直接支払制度に関わる組織、農事改良組合長会等の地域における十分な
話し合いのもと、既存の中心経営体に加え、集落営農組織や新規就農者、企業参入等多様な担い手の育成に努
め、持続可能な地域（農業）づくりを目指す。
・令和2年度に中間管理事業を活用し17haの集積を完了したが、今後も小規模農家のリタイヤの際は機構事業を
活用し担い手に集積する。
・新型コロナウィルス感染症の情勢を考慮しつつ、機構事業の事例や、おいしい米作りの産地として農業関係者の
視察を誘致し、地元還元できる仕組みづくりを検討。さらなる移住者や新規就農者の受け入れを目指す。

0.2%

1.8%

14.3%

２.対象地区の課題

・当該地域には担い手となる中心経営体がいるが、まだ十分に確保されていない。
・プラン対象農地を遊休化させないことが重要。
・畦畔の維持管理について、多面的機能支払交付金、中山間地域直接支払制度等を活用し、農地所
有者の協力体制を構築する。
・地歌舞伎や元地域おこし協力隊が経営する農家民宿や飲食店があるなど魅力ある地域であり、現在
の活気を持続させるため、農業者の確保と遊休農地の発生防止に努める。

３.対象地区内における中心経営体への農地集積に関する方針

・農地の出し手は、原則として農地中間管理機構を活用する。

４.３の方針を実現させるために必要な取り組み

⑦「耕作者年齢80歳以上後継者なし」農地面積

⑧「転用したい」又は「耕作しない（できない）」農地面積

⑨意向が確認できていない農地面積
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５.地区内の中心経営体

経営内容（作目） 経営面積ａ 頭数ほか

上原-1 認農法 70 3 〇 水稲、原木椎茸 1289 上原全域

上原-2 認農 58 4 - トマト、ほうれん草、水稲、アスパラ 142 門和佐

上原-3 認農 45 3 - ほうれん草 90 門和佐

上原-4 認農 36 2 - ほうれん草 56 門和佐

上原-5 認農 33 非 - 肉用牛 162 37頭 蛇之尾

上原-6 - 68 1 - 露地野菜 164 蛇之尾

上原-7 認農 58 3 - 果樹、露地野菜 261 乗政、夏焼

上原-8 認就 52 1 - トマト 48 夏焼

【記載上の注意】

６.将来貸出希望の農地の筆数および面積 ㎡

計

筆数 面積 筆数 面積

83 60,131 71 82,825

21 16,094 17 18,565

14 14,988 8 17,232

39 26,995 6 28,446

157 118,208 102 147,068

夏焼 1,451

合計 28,860

今井　豊隆

※　「属性」には、認定農業者は「認農」、法人は「法」、集落営農は「集」、認定新規就農者は「認就」と記載します。
※　「経営体（氏名）」には、法人経営、集落営農など組織経営体の場合は、その組織経営体の名称を記載し、括弧書きで組
織経営体の代表者名を記載します。

地区名
田 畑

面積

福井　順也

裁　辰男

松嶋　秀樹

田上　健

蛇之尾 2,244

農業を営む範囲

（農）かみはら山水農園（今井登志雄）

今井　正樹

後継者属性 経営体（氏名） 年齢 構成員（従業員）

経営規模

門和佐 22,694

田口 2,471

今井　慎太郎


